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映像通報システム Live119 運用要領（案） 

 

１ 目的 

119 番通報の際に音声による現況把握が困難な場合に、映像通報システム

（Live119）を活用して災害の状況や傷病の程度等の情報収集を行うことによ

り、通報現場のより正確な状況を把握し、迅速で的確な消防・救急活動に繋げ

ることを目的とする。 

 

２ 映像通報システム（Live119）の概要 

119 番通報者のスマートフォンに、消防指令センターに配置している専用パ

ソコンから SMS（ショートメッセージサービス）で映像送信用 URL を送信し同

画面を経てアクセスすることで、通報場所の位置情報（GPS 測位点）及び現場

の映像を消防指令センターが把握することができ、また、心肺蘇生法などの

動画ファイルを送信することで口頭指導の補足を行えるシステム。 

 

３ 対象事案 

  指令員は、次のいずれかの項目に該当する場合は、映像通報システム

（Live119）を活用して通報状況の把握に努める。 

⑴ 救急現場での口頭指導事案 

傷病者の状況や体位・意識・呼吸等を確認することで、バイスタンダー

に的確な口頭指導を行うことができると判断できる事案。 

⑵ 映像状況により的確な現場活動が期待できる事案 

現場状況を映像で確認することにより、的確な現場活動に繋がると判断

できる事案。 

⑶ 位置情報の特定が困難な場合 

映像及び位置情報機能を活用することにより確定までの時間が短縮でき

ると判断できる事案。 

⑷ 通信統制者が本システムを活用することにより、被害の軽減につながる

と判断できる場合。 

 

４ 実施条件 

映像通報システム（Live119）を活用するときは、次の全ての項目に該当す

る場合とする。 

⑴ 通報者の携帯電話は、スマートフォンを使用していること。 

⑵ 通報者の周囲の環境（人的・物的）において安全が確保されていること。 

⑶ 通報者が SMS を理解しており、外部スピーカーへの切替えが容易に実施

会議資料１ 



2 
 

できること。 

⑷ 通報者がデータ通信料の負担について同意していること。 

⑸ 傷病者への応急処置が中断しないように、複数人のバイスタンダーがい

ること。 

 

５ 留意事項 

 ⑴ 通報者が第三者であり、撮影行為が現場でのトラブルに繋がるおそれの

ある事案については使用しない。 

 ⑵ 通信統制者が本システムを活用することにより、被害の軽減につながる

と判断できる場合は、指令員に対し任務指定を行い全係員に共有する。 

 ⑶ 出動隊に映像通報システム（Live119）を実施していることを伝える。 

 ⑷ 映像伝送に関わるデータ通信料は通報者負担となることや、長時間使用

することによりバッテリー残量が減ることを念頭に置き実施する。 

 

６ 口頭指導の補足 

  通報者に口頭指導を行う場合、当本部で作成する口頭指導動画による送信

が有効であると判断した場合は、口頭指導の補足として使用する。 

 ⑴ 胸骨圧迫（成人・小児・幼児） 

 ⑵ 回復体位 

⑶ 背部叩打 

 ⑷ 圧迫止血 

 ⑸ 切断指保存 

 

７ 記録等 

映像通報システム（Live119）を実施した際は、使用状況管理簿に記載し 1

年間保存後、廃棄する。 

 

８ 個人情報の保護 

  個人情報を含めたデータの保護については、「山形市消防本部が管理する個

人情報の保護に関する規程」及び「山形市情報セキュリティポリシー」に基

づき運用する。 

 

９ 効果検証 

通報内容及び使用状況管理簿を利用し、定期に効果検証・研究を行うととも

に、より効果的な活用方法について検討を実施する。 



使用が効果的と思われる場合

通報者の身の安全確認
周りに複数の人がいる

「お使いの携帯電話はスマートフォンですか？」

「状況を確認したいので、映像の撮影に協力いただけますか？」
「データ通信料は撮影者の負担となりますが、ご了承いただけますか？」
（Q：通信料はどれくらいかかりますか？）
（A：契約している通信会社のプランによるので一概には言えません。）

「スピーカーモードに切替えてください。」

「音声が聞き取れますか？」
※聞き取れない場合　音量をあげれるか？

「ショートメッセージを送りましたので、URLを開いて下さい。」

「注意事項を確認して、「承諾して次へ」を押して下さい。」
「「位置情報の通知を許可しますか」、「カメラ・マイクを許可
　しますか」と出たら全て許可してください。」
「スマートフォンを横向きにして下さい。」
「真ん中の撮影開始ボタンを押して下さい。」

※押し間違えたら、もう一度ショートメールの
　URLを開いて下さい。

Live１１９　映像通話開始までのフロー

通報受信

通報内容

Live119 映像通話の開始

撮影開始までの誘導

Live119 開始

端末の確認

撮影協力の依頼

スピーカーに
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URLを

SMSで送信

中止
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スマホ以外

スマホ
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可能
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撮影条件の確認

専用端末で送信
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早急な応急処置が必要な事案では、動画ファイル送信

機能（P .7 ) により通報者へ応急処置の方法を動画で

送信し、口頭指導に役立てます。

３．活用事例

音声のみでは指令の判断が難しい交通事故の現場では、

Live 119 による映像情報により救助・救急車両の増強判

断を迅速に行う こと ができます。

河川の深さ や流れの速さ を映像で確認し、要救助者が

流さ れる先への救助隊の要請など、意思決定の迅速な

判断材料と なります。

発信地表示システムで位置情報の特定が困難な場合

に、G PS位置情報取得機能（P .8 ）により通報者への負

担が少ない方法で位置情報を取得できます。

事故 救急

水難救助 山岳救助

SM S送信

U RLへアクセスして

位置情報を通知

SM S送信

U RLへアクセスして

動画を視聴
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早急な応急処置が必要な事案では動画ファイル送信
機能により通報者への応急処置の方法を動画で送信
し、口頭指導に役立てます

音声のみでは指令判断が難しい交通事故の現場では　
映像情報により救助・救急車両の増強判断を迅速に
行うことができます。

河川の深さや流れの速さを映像で確認し、要救助者が
流される先への救助隊の要請など、意思決定の迅速な
判断材料となります。

発信地表示システムで位置情報の特定が困難な場合
にGPS位置情報取得機能により位置情報が取得でき
ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　 活　用　事　例

　　事故　　 　　救急　　

　　水難救助　　 　山岳救助　




